
▼
以
前
に
「
ア
フ
タ
ー
・
ユ
ー
」

（
お
先
に
ど
う
ぞ
）
と
い
う
言

葉
を
こ
の
欄
で
使
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
家
内
に
先
立
た
れ
た
折
、

て
っ
き
り
私
が
先
だ
と
思
っ
て

い
た
の
に
と
の
思
い
か
ら
、
引

用
し
た
も
の
だ
。
▼
改
め
て

「
ア
フ
タ
ー
・
ユ
ー
」
と
い
う

言
葉
の
成
り
立
ち
を
考
え
て
み

る
と
、
非
常
に
英
語
的
で
、
国

民
性
を
表
し
て
い
る
と
さ
え
感

じ
る
。
ア
フ
タ
ー
・
ユ
ー
は
、

全
文
を
書
く
と
「I

w
ill
go

after
you.

」
と
な
り
、
あ
く
ま

で
も
「
私
」
は
、
あ
な
た
の
後

か
ら
行
き
ま
す
で
、「
私
」
が

主
語
と
な
る
。
し
か
し
、
日
本

語
の
「
お
先
に
ど
う
ぞ
」
は
、

「
貴
方
様
」
が
先
に
い
っ
て
い

く
だ
さ
い
と
、
主
語
は
「
貴
方
」

で
あ
る
。
▼
も
ち
ろ
ん
、
ど
ち

ら
も
謙
譲
の
意
を
持
ち
、
譲
る

と
い
う
美
し
い
行
為
に
関
わ
る

表
現
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
す
ら

「
私
」
が
主
に
語
ら
れ
る
か
、

「
貴
方
」
を
主
に
語
る
か
の
大

き
な
差
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の

あ
た
り
が
日
本
人
の
国
民
性

と
、
英
語
圏
の
人
々
の
国
民
性

の
差
と
な
っ
て
表
れ
て
く
る
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
▼
時
評
子

に
は
、
日
米
の
関
係
や
問
題
を

こ
こ
で
述
べ
る
つ
も
り
は
全
く

な
い
が
、
何
気
な
く
使
う
日
常

の
言
葉
「
お
先
に
ど
う
ぞ
」
で

す
ら
、
か
よ
う
に
根
底
と
な
る

文
化
が
違
う
と
い
う
こ
と
は
、

肝
に
銘
じ
る
べ
き
大
切
な
こ
と

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
▼
相
互

尊
重
・
相
互
理
解
・
相
互
扶
助

の
精
神
は
、
差
異
を
知
る
こ
と

か
ら
始
ま
る
。
し
か
し
、
友
愛

の
原
点
は
、
自
ら
を
知
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
、
も
う

一
度
考
え
て
欲
し
い
。
（
え
ふ
）

平成２２年（２０１０年）７月１０日 友　 愛（１） 第５０６号

題字：鳩山威一郎

一
　
開
催
日
時
及
び
場
所

（
一
）
開
催
日
時

平
成
二
十

二
年
五
月
二
六
日(

水
曜
日)

午
前
一
〇
時
〇
〇
分

（
二
）
開
催
場
所

(

財)

日
本

友
愛
青
年
協
会
事
務
所
（
三
階

友
愛
サ
ロ
ン
）

二
　
理
事
長
代
行
副
理
事
長
井

上
和
子
　
挨
拶

三
　
議
長
の
選
任

理
事
長
代
行
者
井
上
和
子
副

理
事
長
が
議
長
に
就
任
す
る
と

こ
ろ
（
寄
付
行
為
第
三
三
条
二

項
）、
同
氏
が
議
長
職
を
川
手

常
務
理
事
に
委
託
し
た
こ
と
か

ら
、
川
手
正
一
郎
常
務
理
事
が

議
長
に
就
任
し
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。

四
、
定
足
数
確
認

出
席
者
数
が
事
務
局
よ
り

議
長
に
報
告
さ
れ
、
議
長
は
寄

附
行
為
第
三
４
条
の
規
定
（
定

足
数
九
名
）
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
か
ら
本
理
事
会
が
成
立
す

る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

（
一
）
出
席
理
事
（
一
〇
名
）

《
本
人
出
席
》
（
八
名
）

井
上
和
子
　
川
手
正
一
郎

鶴
巻
克
雄
　
奥
田
吉
郎
　
長
田

正
太
郎
　
武
田
紀
念
男
　
中
川

治
男
　
早
川
廣
中
　

《
委
任
状
出
席
》
（
一
名
）

鳩
山
安
子
　

《
代
理
出
席
》
（
一
名
）

鳩
山
邦
夫

（
二
）
出
席
監
事

田
邊
克
育
　
奥
住
壽

五
　
議
事
録
署
名
人
指
名

議
事
録
署
名
人
は
議
長
一
任

と
な
り
、
議
長
は
、
長
田
正
太

郎
理
事
及
び
武
田
紀
念
男
理
事

を
議
事
録
署
名
人
に
指
名
し

た
。

《
報
告
事
項
》

（
事
務
局
長
報
告
）

川
手
正
一
郎
事
務
局
長

協
議
事
項
で
あ
る
平
成
二
一

年
度
事
業
報
告
及
び
同
年
度
決

算
報
告
に
て
代
え
る
旨
発
言
し

た
。

（
定
款
等
作
成
委
委
員
長
報
告
）

鶴
巻
克
雄
作
成
委
委
員
長

協
議
事
項
で
あ
る
一
般
財
団

法
人
移
行
後
の
定
款
変
更
案
承

認
に
つ
い
て
の
協
議
の
際
に
報

告
を
行
う
旨
発
言
し
た
。

《
協
議
事
項
》

一
議
長
は
、
第
一
号
議
案
及

び
第
二
号
議
案
に
つ
い
て
相
互

に
関
連
す
る
事
項
で
あ
る
こ
と

か
ら
一
括
審
議
を
提
案
し
、
満

場
一
致
で
認
め
ら
れ
た
。

二
事
務
局
よ
り
、
平
成
二
一

年
度
事
業
報
告
、
平
成
二
一
年

度
決
算
報
告
に
つ
い
て
詳
細
な

説
明
が
さ
れ
、
か
つ
、
第
七
三

回
評
議
員
会
議
長
芳
賀
大
輔
評

議
員
か
ら
第
一
号
議
案
及
び
第

二
号
議
案
に
つ
い
て
同
評
議
員

会
に
お
い
て
承
認
決
議
さ
れ
た

旨
報
告
さ
れ
た
（
寄
附
行
為
第

三
六
条
一
項
二
号
）
後
、
議
場

に
諮
っ
た
と
こ
ろ
満
場
一
致
で

原
案
ど
お
り
第
一
号
議
案
及
び

第
二
号
議
案
に
つ
い
て
承
認
可

決
さ
れ
た
。

第
一
号
議
案
平
成
二
一
年
度
事

業
報
告
の
件

(

財)

日
本
友
愛
青
年
協
会
第

八
一
回
理
事
会
・
第
七
三
会
評

議
員
会
要
覧
記
載
の
事
業
報
告

を
承
認
す
る
。

第
二
号
議
案
平
成
二
一
年
度
決

算
報
告
及
び
平
成
二
一
年
度
監

査
報
告
の
件

（
平
成
二
一
年
度
監
査
報
告
）

奥
住
監
事
よ
り
監
査
結
果
に

つ
い
て
以
下
の
と
お
り
報
告
さ

れ
た
。

①

平
成
二
一
年
度
事
業
報

告
は
、
法
令
及
び
寄
付
行
為
に

従
い
、
財
団
の
状
況
を
正
し
く

示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
る
。

②

理
事
の
職
務
の
執
行
に

関
す
る
不
正
の
行
為
又
は
法
令

も
し
く
は
寄
付
行
為
に
違
反
す

る
重
大
な
事
実
は
認
め
ら
れ
な

い
。③

平
成
二
一
年
度
決
算
報
告

書
は
、
財
団
の
財
産
及
び
損
益

の
状
況
を
す
べ
て
の
重
要
な
点

に
お
い
て
適
正
に
表
示
し
て
い

る
も
の
と
認
め
る
。（
平
成
二

一
年
度
監
査
報
告
書
寄
附
行
為

第
一
八
条
一
項
）。

《
報
告
者
》

奥
住
壽
監
事
田
邊
克
育
監
事

二
（
平
成
二
一
年
度
決
算
告
）

(

財)
日
本
友
愛
青
年
協
会
平

成
二
一
年
度
決
算
報
告
書
を
承

認
す
る
（
寄
附
行
為
第
一
八
条

一
項
）。

第
三
号
議
案
役
員
選
任
の
件

第
七
三
回
評
議
員
会
議
長
芳

賀
大
輔
評
議
員
よ
り
、
同
評
議

員
会
に
お
い
て
別
紙
新
役
員
名

簿
の
と
お
り
理
事
、
監
事
が
選

任
さ
れ
た
旨
報
告
さ
れ
た
。

そ
の
場
で
理
事
は
互
選
に
よ

り
以
下
の
と
お
り
理
事
長
、
副

理
事
長
、
常
務
理
事
を
決
定
し

承
認
し
た
（
寄
附
行
為
第
二
十

二
条
）。

新
理
事
（
敬
称
略
）

理
事
長
　
鳩
山
由
紀
夫

副
理
事
長
　
鳩
山
邦

副
理
事
長
　
井
上
和
子

常
務
理
事
　
川
手
正
一
郎

常
務
理
事
鶴
巻
克
雄

二
議
長
は
、
評
議
員
全
員
が

任
期
満
了
と
な
っ
て
い
る
の
で

そ
の
改
選
の
必
要
が
あ
る
旨
を

述
べ
、
そ
の
選
任
方
法
を
諮
っ

た
と
こ
ろ
、
出
席
理
事
よ
り
議

長
の
指
名
に
一
任
し
た
い
と
の

発
言
が
あ
り
、
一
同
こ
れ
を
承

認
し
た
の
で
、
議
長
は
理
事
長

代
行
井
上
和
子
副
理
事
長
よ
り

提
出
さ
れ
た
別
紙
評
議
員
案
名

簿
に
従
い
、
以
下
の
者
を
そ
れ

ぞ
れ
指
名
し
、
こ
れ
ら
の
者
に

つ
き
そ
の
可
否
を
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
全
会
一
致
で
承
認
可
決
し

た
。こ

れ
を
受
け
て
、
即
時
に
理

事
長
代
行
副
理
事
長
井
上
和
子

は
各
評
議
員
を
任
命
し
た
（
寄

附
行
為
第
二
九
条
二
項
）。

新
評
議
員
（
敬
称
略
）

櫻
井
淳
一
　
島
崎
照
代
　
田

中
昭
彦
　
種
田
英
子
　
戸
澤
英

典
　
戸
来
勉
　
野
村
明
美
　
芳

賀
大
輔
　
萩
原
直
三
　
福
田
八

州
雄
　
岩
屋
毅
　
小
川
勝
也

牧
義
夫
　
鹿
島
昭
一
　
桂
由
美

佐
々
木
恵
美
子
　
谷
藤
悦
史

松
葉
邦
男
　
馬
渡
龍
治
　
吉
川

貴
盛
　
吉
田
勝
弘

三
任
期
に
つ
い
て
は
平
成
二

十
二
年
六
月
一
日
か
ら
平
成
二

４
年
五
月
三
一
日
ま
で
と
し
、

新
法
人
移
行
に
際
し
て
は
任
期

途
中
で
あ
っ
て
も
当
然
に
終
了

す
る
旨
承
認
決
議
さ
れ
た
。

第
四
号
議
案
運
営
委
員
選
任
の

件
以
下
の
と
お
り
、
運
営
委
員

の
重
任
を
承
認
決
議
し
た
。

井
上
和
子
　
川
手
正
一
郎

鶴
巻
克
雄
　
萩
原
直
三
　
福
田

八
州
雄

第
五
号
議
案
事
務
局
長
選
任
の

件
事
務
局
長
と
し
て
川
手
正
一

郎
の
重
任
を
承
認
決
議
し
た
。

参
考
と
し
て
事
務
局
次
長
が
井

之
輪
豪
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

第
六
号
議
案
定
款
等
作
成
委
員

選
任
の
件

以
下
の
と
お
り
、
新
定
款
等

作
成
委
員
の
重
任
を
承
認
決
議

し
た
。
定
款
等
作
成
委
員
選
任

後
、
新
定
款
等
作
成
委
員
会
委

員
長
と
し
て
鶴
巻
克
雄
常
務
理

事
を
選
任
し
た
。

《
定
款
等
作
成
委
員
会
委
員

長
》
　
鶴
巻
克
雄
氏

《
定
款
等
作
成
委
員
》
川
手
正

一
郎
　
萩
原
直
三
　
福
田
八
州

雄
　
井
之
輪
豪
　
羽
中
田
元
美
　

協
議
の
結
果
、
運
営
委
員
・

事
務
局
長
・
作
成
委
員
の
任
期

は
財
団
役
員
の
任
期
に
付
随
す

る
も
の
と
決
議
さ
れ
た
。

第
七
号
議
案
一
般
財
団
法
人
移

行
後
の
定
款
変
更
案
承
認
の
件

鶴
巻
現
作
成
委
員
会
委
員
長

よ
り
、
第
八
〇
回
理
事
会
よ
り

継
続
審
議
と
さ
れ
て
い
た
一
般

財
団
法
人
移
行
後
の
定
款
変
更

案
に
関
し
て
改
め
て
説
明
が
行

わ
れ
た
後
、
同
定
款
変
更
案
骨

子
に
つ
き
承
認
決
議
さ
れ
た
。

併
せ
て
同
変
更
案
の
調
整
修

正
権
を
定
款
等
作
成
委
員
会
に

授
権
す
る
こ
と
を
承
認
決
議
し

た
。

（
事
務
局
記
）

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
六
日
（
水
）、
午
前
十
時
よ
り
、
文
京
区
小
石
川
の
友
愛
事
務
所
三
階
（
友
愛
サ
ロ
ン
）
に
お
い
て
、
第
八
十
一

回
理
事
会
・
第
七
十
三
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
理
事
会
・
評
議
員
会
は
、
通
常
の
協
議
題
で
あ
る
二
十
一
年
度
事
業
報
告
、
二
十
一
年
度
決
算
報
告
の
他
、
公
益
法
人
法
の
改
正
を

受
け
て
一
般
財
団
法
人
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
い
る
当
財
団
に
と
っ
て
要
と
な
る
「
新
定
款
」
の
承
認
と
い
う
重
要
議
題
が
提
示
さ
れ
て
い

る
大
切
な
理
事
会
・
評
議
員
会
で
あ
る
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
と
も
な
う
役
員
の
改
選
も
協
議
題
と
し
て
あ
が
っ
て
お
り
、
出
席
の
理
事
、
評

議
員
は
熱
心
に
協
議
を
進
め
た
。
第
一
議
題
事
業
報
告
、
第
二
議
題
決
算
報
告
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
第
三
議
題
か
ら
第
七
議
題
ま
で

は
、
概
ね
提
案
通
り
に
可
決
さ
れ
た
。
新
定
款
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
の
了
承
を
得
、
細
部
に
わ
た
る
語
句
の
訂
正
な
ど
は
、
定
款
等
作
成
委

員
会
に
一
任
さ
れ
た
。
こ
こ
に
議
事
録
を
公
開
し
、
報
告
記
事
と
す
る
。（
文
中
敬
称
略
）



平成２２年（２０１０年）７月１０日 友　 愛 （２）第５０６号

劉
延
東
国
務
委
員
挨
拶

鳩
山
由
紀
夫
総
理
特
使
に
上

海
万
博
ジ
ャ
パ
ン
・
デ
ー
へ
ご

出
席
を
い
た
だ
き
、
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
中
国
政
府
を

代
表
し
、
心
よ
り
の
歓
迎
の
意

を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま

す
。鳩

山
由
紀
夫
特
使
は
、
長
年

中
日
友
好
に
ご
尽
力
を
さ
れ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
お
父

上
の
鳩
山
威
一
郎
先
生
は
一
九

八
〇
年
初
め
よ
り
、
日
本
友
愛

青
年
協
会
理
事
長
と
し
て
、
中

国
青
年
団
体
と
長
年
に
亘
り
交

流
を
続
け
ら
れ
、
友
好
関
係
を

築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
交
流
が
行
わ
れ
て
い

た
当
時
、
私
は
中
華
全
国
青
年

連
合
主
席
と
し
て
、
威
一
郎
先

生
に
お
会
い
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
経
験
が
あ
っ

た
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
本
日
、

ご
子
息
の
鳩
山
由
紀
夫
特
使
に

お
目
に
か
か
り
、
と
て
も
親
し

み
を
覚
え
ま
し
た
。

鳩
山
由
紀
夫
特
使
が
、
総
理

大
臣
就
任
中
に
中
日
友
好
に
心

を
砕
き
、
ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と

を
、
中
国
側
は
高
く
評
価
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
本
日
の
こ
の

機
会
に
、
胡
錦
涛
国
家
主
席
、

そ
し
て
温
家
宝
総
理
か
ら
の
心

か
ら
の
ご
挨
拶
を
お
伝
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
上
海
万
博
は
、
我
が

国
中
国
で
開
催
さ
れ
た
初
め
て

の
万
博
で
す
。
二
度
の
万
博
開

催
経
験
を
も
つ
日
本
か
ら
は
、

積
極
的
な
ご
支
持
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
国
会
で
は
超
党
派
の
、

上
海
万
博
協
力
議
員
連
盟
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

出
来
事
は
、
世
界
で
も
類
を
見

な
い
こ
と
で
あ
り
、
暖
か
い
ご

協
力
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

鳩
山
由
紀
夫
特
使
は
、
今
回

の
上
海
万
博
開
幕
式
の
折
は
、

総
理
大
臣
と
し
て
特
使
を
派
遣

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し

て
今
回
は
ジ
ャ
パ
ン
・
デ
ー
の

た
め
、
自
ら
特
使
と
し
て
中
国

に
お
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

私
ど
も
中
国
は
、
こ
の
友
情
を

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

我
が
国
に
は
「
国
の
交
わ
り

の
基
本
は
民
の
交
わ
り
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
両
国
の

人
的
、
文
化
的
な
交
流
、
特
に

青
少
年
の
交
流
を
強
化
す
る
こ

と
は
、
両
国
の
関
係
を
強
化
し
、

発
展
す
る
上
で
重
要
な
意
義
を

も
っ
て
い
ま
す
。
一
九
八
四
年

私
が
全
国
青
年
連
合
会
副
主
席

で
あ
っ
た
頃
、
胡
輝
邦
氏
が
進

め
た
日
本
の
青
少
年
三
〇
〇
〇

人
の
受
け
入
れ
に
携
わ
り
ま
し

た
。
当
時
、
鳩
山
威
一
郎
先
生

は
、
日
本
友
愛
青
年
協
会
理
事

長
と
し
て
、
こ
の
事
業
に
参
加

さ
れ
、
多
く
の
日
本
人
青
年
を

率
い
て
訪
中
さ
れ
ま
し
た
。
翌

年
の
一
九
八
五
年
に
は
、
中
国

の
青
少
年
五
〇
〇
名
が
友
好
の

船
で
訪
日
し
、
日
本
の
各
地
で

見
聞
を
広
め
る
機
会
を
得
ま
し

た
。ま

た
私
は
、
中
日
友
好
二
一

世
紀
委
員
会
の
委
員
を
二
回
務

め
ま
し
た
。
そ
う
し
た
経
験
か

ら
中
国
と
日
本
の
友
好
と
発
展

の
基
礎
は
、
国
民
に
あ
り
、
中

日
の
未
来
は
青
少
年
に
か
か
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

個
人
的
な
こ
と
で
す
が
、
私

は
中
日
の
友
好
強
化
の
一
環
と

し
て
娘
を
日
本
へ
留
学
さ
せ
ま

し
た
。
娘
は
八
年
間
日
本
に
滞

在
し
、
多
く
の
友
人
を
得
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
う
し
た
小
さ
な
つ
な
が
り

を
初
め
と
し
て
、
中
日
両
国
が

引
き
続
き
努
力
し
、
相
互
理
解

と
友
情
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

温
家
宝
総
理
は
、
先
般
訪
日

し
た
際
、
一
〇
〇
〇
名
の
青
少

年
を
上
海
万
博
に
招
待
す
る
こ

と
を
提
案
し
ま
し
た
。
よ
り
多

く
の
青
少
年
が
相
互
理
解
の
絆

を
深
め
、
長
期
的
な
観
点
か
ら

よ
り
強
固
な
友
好
の
基
盤
を
築

け
る
よ
う
、
共
に
努
力
を
続
け

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鳩
山
由
紀
夫
総
理
特
使
挨
拶

心
暖
ま
る
言
葉
で
歓
迎
し
て

い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上

六
月
十
二
日
（
土
）、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
（
休
職
中
）
は
、
総
理
大
臣
特
使
と
し
て
鳩
山
幸
夫
人
と
と
も
に
中
国
上
海
市
を
訪
問
、
上
海

万
博
「
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
」
に
出
席
し
た
。

式
典
に
は
、
中
国
側
か
ら
、
胡
錦
濤
国
家
主
席
の
側
近
で
あ
る
劉
延
東
国
務
委
員
（
副
主
席
相
当
の
役
職
）
を
始
め
、
中
国
政
府
要
人
も
多

数
出
席
、
実
り
あ
る
交
流
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。
劉
延
東
国
務
委
員
は
、
財
団
法
人
日
本
友
愛
青
年
協
会
が
実
施
し
て
い
た
中
国
青
年
交

流
事
業
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
、
当
時
の
鳩
山
威
一
郎
理
事
長
の
名
前
を
挙
げ
、
親
し
み
を
込
め
た
挨
拶
を
さ
れ
た
。
ま
た
劉
延
東
国
務
委

員
は
歓
迎
式
典
の
み
な
ら
ず
、
鳩
山
由
紀
夫
総
理
特
使
の
出
席
す
る
日
本
館
、
中
国
館
訪
問
な
ど
の
公
式
行
事
に
全
て
同
行
す
る
な
ど
、
日
本

の
新
聞
等
で
「
破
格
の
厚
遇
」
と
報
道
さ
れ
る
程
の
大
歓
迎
ぶ
り
を
も
っ
て
鳩
山
由
紀
夫
特
使
を
迎
え
た
。

日
本
友
愛
青
年
協
会
と
中
国
の
関
係
の
深
さ
を
物
語
る
出
来
事
と
し
て
、
劉
延
東
国
務
委
員
の
挨
拶
な
ら
び
に
鳩
山
由
紀
夫
総
理
特
使
の
挨

拶
（
共
に
抜
粋
編
集
）
を
ご
紹
介
し
た
い
。

忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
国
と
日
本
は
、
一
衣
帯
水

の
隣
国
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年

の
長
き
に
亘
る
交
流
と
人
、
文

化
の
往
来
の
歴
史
を
共
有
す
る

特
別
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。
中

日
両
国
は
、
ア
ジ
ア
に
と
っ
て

も
重
要
な
国
で
あ
り
、
両
国
の

発
展
は
両
国
国
民
の
発
展
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
同

時
に
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
、
世

界
の
平
和
に
も
資
す
る
も
の
で

す
。二

〇
〇
八
年
、
胡
錦
涛
主
席

が
訪
日
し
た
際
、
中
日
両
国
は

共
同
声
明
を
発
表
し
、
中
日
戦

略
的
互
恵
関
係
の
全
面
的
な
推

進
に
つ
い
て
合
意
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
両
国
の
今
後
の
発
展
の

方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。
先

の
温
家
宝
総
理
訪
日
に
お
い
て

は
、
鳩
山
由
紀
夫
特
使
よ
り
、

暖
か
い
お
も
て
な
し
を
受
け
、

会
談
も
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
会
談
は
、

中
日
関
係
の
更
な
る
発
展
へ
向

け
、
友
好
的
な
基
盤
を
固
め
る

劉
延
東
国
務
委
員
と
親
し

く
語
る
鳩
山
由
紀
夫
理
事

長
（
写
真
上
）

記
念
品
の
交
換
。
二
人
の

笑
顔
が
日
中
友
好
の
成
果

を
表
し
て
い
る(

写
真
左
）

子
供
達
、
中
国
の
有
名
タ
レ
ン
ト

総
出
で
熱
烈
歓
迎
。
舞
台
は
華
や

か
な
熱
気
と
活
気
に
溢
れ
て
い
る

中
国
で
音
楽
学
校
を
開
校
す
る
な

ど
長
年
中
国
と
の
交
流
を
続
け
て

い
る
谷
村
新
司
さ
ん
も
特
別
出
演

特
別
招
待
で
『
楊
貴
妃
』
を
演
じ

「
ア
ジ
ア
の
至
宝
」
と
絶
賛
さ
れ
た

板
東
玉
三
郎
さ
ん
と
も
対
談
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六
月
十
二
日
（
土
）
午
後
四

時
三
十
分
か
ら
、
銀
座
に
あ
る

「
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム
」
の
ホ
ー

ル
で
、
レ
イ
・
リ
ー
リ
ア
十
周

年
の
発
表
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

近
く
に
歌
舞
伎
座
が
あ
る
、

交
通
至
便
な
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム

ホ
ー
ル
は
、
九
百
人
収
容
で
き

る
大
ホ
ー
ル
で
す
。
こ
ん
な
立

派
な
場
所
で
、
発
表
会
を
開
催

で
き
る
な
ん
て
、
皆
夢
の
よ
う

な
思
い
で
す
。

友
愛
事
務
局
の
二
階
に
、
鳩

山
安
子
会
長
か
ら
ご
寄
贈
い
た

だ
い
た
大
き
な
鏡
を
搬
入
し
て

練
習
を
始
め
た
頃
。
そ
の
鏡
の

搬
入
に
も
、
ク
レ
ー
ン
を
使
っ

て
大
変
な
思
い
を
し
た
こ
と
も

懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

お
ぼ
つ
か
な
い
足
取
り
、
手

の
動
き
と
足
の
動
き
が
ち
ぐ
は

ぐ
で
、
お
互
い
を
見
な
が
ら
大

笑
い
し
て
始
め
た
練
習
。
井
田

先
生
の
ご
指
導
で
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
に
は
物
語
が
あ
る
こ
と
、
手

の
動
き
指
の
動
き
は
言
葉
と
同

じ
表
現
を
持
つ
こ
と
な
ど
を
教

え
て
い
た
だ
き
、
ど
ん
ど
ん
フ

ラ
ダ
ン
ス
へ
の
興
味
が
深
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
友

愛
婦
人
会
新
年
会
で
、
ご
披
露

の
機
会
を
得
た
り
、
軽
井
沢
友

愛
山
荘
へ
の
旅
行
の
際
も
、
皆

で
ご
披
露
し
た
り
と
、
練
習
と

発
表
を
重
ね
る
ご
と
に
、
一
人

ひ
と
り
の
動
き
も
優
雅
に
、
そ

し
て
全
員
で
の
息
の
合
っ
た
雰

囲
気
も
表
現
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
十
周
年
の
晴
れ
舞
台
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

の
開
設
に
深
い
ご
理
解
を
示
し

て
く
だ
さ
っ
た
鳩
山
安
子
会

長
、
今
日
ま
で
ご
指
導
く
だ
さ

っ
た
井
田
幸
子
先
生
を
始
め
、

応
援
を
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
会

員
の
皆
様
、
関
係
各
位
に
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

当
日
は
、
夕
刻
か
ら
の
開
始

と
あ
っ
て
、
出
演
者
は
朝
か
ら

興
奮
状
態
。
そ
れ
で
も
本
番
前

に
興
奮
が
頂
点
に
達
し
て
し
ま

っ
て
は
、
晴
れ
の
舞
台
が
と
思

う
気
持
ち
で
、
な
ん
と
か
平
常

心
を
保
ち
、
開
幕
の
時
間
を
迎

え
ま
し
た
。

大
き
な
会
場
を
ほ
と
ん
ど
埋

め
尽
く
し
た
大
勢
の
来
場
者
を

前
に
、
い
や
が
上
に
も
緊
張
は

高
ま
り
ま
す
。
し
か
し
十
年
間

の
成
果
は
、
幕
が
上
が
っ
て
か

ら
十
分
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

皆
落
ち
着
い
た
動
き
で
、
楽
し

そ
う
な
笑
顔
を
浮
か
べ
て
音
楽

に
合
わ
せ
て
踊
っ
て
い
ま
す
。

舞
台
交
代
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
、

衣
装
変
え
の
せ
わ
し
な
さ
も
、

練
習
の
通
り
、
つ
つ
が
な
く
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
進
行
し
て
い
き
ま

し
た
。

無
事
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
終
了
し
、
会
場
を
後
に
し
た

こ
ろ
は
、
あ
た
り
は
す
っ
か
り

暗
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
思
え

ば
こ
の
日
は
新
月
、
月
の
姿
の

友愛フラダンス教室レイ・リーリア十周年記念発表会開催

み
え
な
い
第
一
日
目
に
あ
た
り

ま
す
。
朔
の
月
と
も
い
わ
れ
る

物
事
の
始
ま
り
を
表
す
日
だ
と

か
。
友
愛
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
、

レ
イ
・
リ
ー
リ
ア
の
新
た
な
始

ま
り
に
ふ
さ
わ
し
い
夜
で
あ
り

ま
し
た
。
鳩
山
安
子
会
長
が

常
々
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
「
お

楽
し
み
な
さ
い
」
の
お
言
葉
を

げ
ま
す
。
特
に
私
の
父
、
威
一

郎
の
こ
と
に
も
触
れ
て
い
た
だ

き
、
日
本
友
愛
青
年
協
会
の
活

動
を
覚
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

に
更
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。父

威
一
郎
は
、
一
九
八
四
年
、

八
五
年
の
中
日
友
好
行
事
に
参

加
い
た
し
ま
し
た
。
劉
延
東
国

務
委
員
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
通

り
、
日
中
関
係
を
し
っ
か
り
と

根
付
か
せ
る
た
め
に
は
、
青
少

年
交
流
は
大
き
な
意
味
を
も
っ

て
い
ま
す
。
実
際
に
行
わ
れ
て

き
た
こ
う
し
た
青
少
年
の
交
流

が
実
を
結
び
、
今
日
の
出
会
い

を
作
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
両

国
の
関
係
が
安
定
的
に
発
展
し

て
い
る
証
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
日
本
友
愛
青
年
協
会
は
、

現
在
も
中
国
で
の
植
林
活
動
を

行
う
な
ど
、
友
好
の
た
め
の
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
私
自

身
は
、
総
理
大
臣
就
任
ま
で
理

事
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
休
職
を
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
姉
も
弟
も
現
職
の
副
理

事
長
を
務
め
て
お
り
、
今
後
は

私
も
再
び
兄
弟
で
力
を
併
せ
て

日
本
友
愛
青
年
協
会
を
運
営
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。上

海
万
博
は
、
既
に
入
場
者

が
一
〇
〇
〇
万
人
を
超
え
、
日

本
館
へ
の
入
場
者
数
も
一
〇
〇

万
人
を
超
え
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
初
め
て
の
万
博
で
、
こ

れ
ほ
ど
の
成
果
を
上
げ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
こ
と
は
驚
き
で
す
。

上
海
万
博
の
ご
成
功
に
対
し
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

温
家
宝
総
理
訪
日
の
際
、
日

本
の
青
少
年
一
〇
〇
〇
人
を
、

上
海
万
博
へ
招
待
し
て
く
だ
さ

る
旨
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
事

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
日
本
か

ら
は
毎
年
四
〇
〇
〇
人
規
模
の

青
少
年
交
流
が
行
わ
れ
て
お

り
、
加
え
て
毎
年
七
〇
〇
人
の

中
国
の
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
、
社

会
研
究
者
の
方
々
を
招
聘
す
る

こ
と
を
決
め
て
お
り
ま
す
。
こ

う
し
た
交
流
が
深
ま
る
こ
と

は
、
真
の
日
中
関
係
の
発
展
に

大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
東
シ
ナ
海
に
つ
い
て

は
、
共
同
出
資
に
よ
る
開
発
を

実
施
し
、
東
シ
ナ
海
を
争
い
の

海
で
は
な
く
、
友
愛
の
海
に
す

る
こ
と
を
、
温
家
宝
総
理
よ
り

切
り
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

日
中
間
に
は
懸
案
事
項
が
無

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

様
々
な
努
力
を
続
け
、
様
々
な

提
案
に
真
剣
に
取
り
組
む
な
か

で
、
信
頼
関
係
を
更
に
深
め
、

解
決
の
道
筋
が
開
け
て
き
て
い

る
こ
と
を
、
心
か
ら
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

知
日
派
で
あ
り
親
日
派
で
あ

る
劉
延
東
国
務
委
員
の
更
な
る

ご
活
躍
に
よ
り
、
日
中
関
係
の

明
る
い
未
来
が
開
花
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

胸
に
、
楽
し
く
健
康
に
新
た
な

十
年
を
目
指
し
て
、
練
習
を
続

け
よ
う
と
全
員
が
心
に
誓
っ
た

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

色とりどりの衣装も華やかに、優雅に踊るレイ・リーリアの皆さん

軽
井
沢
友
愛
山
荘
は
、
こ
の

夏
も
大
勢
の
方
々
に
ご
利
用
い

た
だ
き
、
好
評
稼
動
中
で
す
。

例
年
通
り
、
夏
休
み
期
間
中

は
、
ほ
と
ん
ど
予
約
で
一
杯
で
、

嬉
し
い
限
り
で
す
。

併
せ
て
ご
利
用
い
た
だ
い
た

方
々
か
ら
、
お
褒
め
の
言
葉
を

沢
山
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ

は
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
何
よ

の
励
み
に
な
り
ま
す
。

今
夏
は
大
人
数
で
の
新
し
い

お
申
し
込
み
は
難
し
い
状
況
で

す
が
、
九
月
以
降
、
ま
だ
ま
だ

空
室
は
ご
ざ
い
ま
す
。
秋
の
軽

井
沢
は
見
事
な
紅
葉
と
、
澄
ん

だ
空
気
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
、
夏
と
は
違
っ
た
魅
力
に
溢

れ
て
い
ま
す
。
是
非
秋
の
軽
井

沢
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

友
愛
山
荘
に
は
、『
友
愛
理

解
の
た
め
に
』
を
は
じ
め
、
友

愛
を
理
解
す
る
た
め
の
書
籍
な

ど
を
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

利用料金表（団体料金はお申し込み時の人数）
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◆
い
よ
い
よ
夏
本
番
。
浴
衣
や
簾

（
葦
簀
）
・
風
鈴
・
縁
台
・
打
ち

水
・
蚊
帳
・
蚊
取
線
香
。
一
寸
贅

沢
は
カ
キ
氷
や
金
魚
か
。
そ
ん
な

時
代
が
懐
か
し
い
。
子
供
の
頃
の

夏
の
情
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。
昭
和

も
遠
く
な
り
に
け
り
。

山
開
き
や
海
開
き
、
七
夕
を
経
て

の
夏
休
み
は
今
も
変
わ
ら
な
い

が
、
な
ん
と
な
く
風
情
に
欠
け
る

と
感
じ
る
の
は
老
い
の
証
拠
か
。

入
道
雲
に
夕
立
、
油
蝉
の
け
た
た

ま
し
い
鳴
き
声
、
そ
し
て
終
戦
の

年
は
連
日
の
空
襲
警
報
、
広
島
、

長
崎
の
原
爆
、
八
月
十
五
日
。
忘

れ
よ
う
と
し
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い

夏
。

あ
じ
さ
い
、
ほ
お
ず
き
、
朝
顔
の

清
楚
な
姿
が
羨
ま
し
い
。

（
Ｋ
）

◆
繁
忙
期
を
前
に
友
愛
山
荘
に
出
張

し
た
。
山
荘
ス
タ
ッ
フ
と
昼
食
を
摂

っ
て
い
る
と
「
カ
ナ
カ
ナ
カ
ナ
〜
」

と
蝉
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
皆
で

耳
を
澄
ま
し
夏
の
風
情
を
楽
し
ん
で

い
た
が
、
何
と
な
く
違
和
感
が
残
る
。

武
部
主
任
が
そ
の
違
和
感
の
謎
を
言

い
当
て
た
。
今
は
七
月
の
始
め
で
、

例
年
な
ら
蝉
の
声
は
「
ジ
ー
ジ
ー
」

と
ア
ブ
ラ
蝉
の
鳴
き
声
が
す
る
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
、
今
聞
こ
え
る
の

は
、
夏
の
終
わ
り
を
告
げ
る
ヒ
グ
ラ

シ
の
声
で
あ
る
。
軽
井
沢
の
蝉
に
も

顕
著
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
今
夏
の
異
常
な
暑
さ
を

実
感
す
る
。

(

G
O)

◆
夏
は
暑
い
と
い
う
当
た
り
前

が
、
今
年
は
異
常
に
感
じ
ら
れ
る

程
の
暑
さ
続
き
で
あ
る
。
東
京
の

み
な
ら
ず
涼
し
さ
の
代
名
詞
軽
井

沢
で
も
同
様
と
か
。
温
暖
化
の
三

文
字
が
頭
を
占
め
る
。
地
下
鉄

「
ホ
ー
ム
」
の
冷
房
は
い
ら
な
い
。

夕
方
に
な
っ
た
ら
電
車
の
冷
房
も

い
ら
な
い
。
と
思
う
の
は
私
だ

け
？
　
確
か
に
文
明
の
利
器
の
恩

恵
は
有
り
難
い
。
で
も
白
ク
マ
と

ペ
ン
ギ
ン
が
困
ら
な
い
地
球
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
よ
！
　
　
　
（
も
）

時
事
川
柳
　

服
部
迪
夫
　
作

―
日
本
中
を
二
分
す
る

ど
ち
ら
で
す
ゴ
ル
フ
派
で
す
か

サ
ッ
カ
ー
派

―
熱
帯
化
？

熱
島
に
鞍
替
え
を
す
る
ゲ
リ
ラ

雨
―
黒
星
続
き

白
星
が
消
え
て
し
ま
っ
た
大
相

撲
―
順
調
に

不
祥
事
を
眼
下
に
ツ
リ
ー
伸
び

て
ゆ
き

―
若
貴
以
降
…

新
弟
子
を
金
の
卵
と
い
う
時
代

以
前
テ
レ
ビ
で
連
続
放
映
さ

れ
て
人
気
を
博
し
た
『
日
本
昔

ば
な
し
』
と
い
う
ア
ニ
メ
番
組

が
あ
っ
た
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
曲

の
歌
詞
に
「
い
い
な
い
い
な
、

人
間
っ
て
い
い
な
…
」
と
い
う

部
分
が
あ
る
が
、
こ
の
『
ス
ー

プ
・
オ
ペ
ラ
』
は
、
ま
さ
に
そ

ん
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る

一
冊
で
あ
る
。

文
庫
化
し
て
の
発
刊
な
の

で
、
既
に
読
ま
れ
た
方
も
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

主
人
公
は
、
ル
イ
と
い
う
大

学
図
書
館
に
勤
め
る
、
現
代
風

の
言
い
方
を
す
れ
ば
「
ア
ラ
サ

ー
」、（
三
十
歳
前
後
の
年
齢
）

女
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
説

の
中
で
「
独
白
」
を
す
る
の
は

主
人
公
で
あ
る
と
い
う
、
一
つ

の
か
た
ち
か
ら
考
え
れ
ば
、
確

か
に
主
人
公
は
ル
イ
で
は
あ
る

の
だ
が
、
こ
の
『
ス
ー
プ
・
オ

ペ
ラ
』
で
は
、
登
場
人
物
、
登

場
す
る
モ
ノ
す
べ
て
が
主
人
公

で
あ
る
と
い
え
る
。

私
鉄
沿
線
の
あ
る
駅
、
駅
前

商
店
街
を
抜
け
る
と
住
宅
地
と

な
り
、
そ
こ
に
ル
イ
の
住
む
家

が
あ
る
。
賑
わ
っ
て
い
る
と
は

言
え
な
い
商
店
街
、
小
さ
な
店

が
軒
を
連
ね
る
。
肉
屋
、
電
気

屋
な
ど
、
見
か
け
る
こ
と
が
少

な
く
な
っ
た
店
も
あ
る
。
そ
れ

ら
の
町
並
み
も
含
め
て
、
登
場

す
る
す
べ
て
が
主
人
公
で
あ
る

よ
う
な
気
が
す
る
。
肉
屋
で
売

ら
れ
て
い
る
「
ハ
ム
カ
ツ
」
ま

で
も
が
、
立
派
な
主
人
公
で
あ

る
。そ

こ
に
題
名
に
あ
る
「
ス
ー

プ
」
が
、
個
性
豊
か
な
名
脇
役

と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
題
名

の
ス
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
は
、「
ソ

ー
プ
・
オ
ペ
ラ
」（
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
る
昼
の
連
続
ド
ラ
マ

の
呼
称
。
こ
の
時
間
帯
の
ス
ポ

ン
サ
ー
が
石
鹸
会
社
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
く
る
）
を
も
じ
っ
た

も
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
意
味
あ

り
気
な
も
じ
り
も
、
心
憎
い
。

こ
れ
ま
で
の
説
明
で
は
、
一

体
ど
ん
な
話
な
の
か
見
当
が
つ

か
な
い
と
思
わ
れ
る
方
も
あ
る

だ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
一
口
で
い

え
ば
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
こ
ろ
が
こ
の
小
説
の
良

さ
で
あ
る
。
ル
イ
以
外
の
登
場

人
物
に
触
れ
な
い
の
も
、
こ
れ

か
ら
読
む
方
へ
の
興
味
の
半
減

を
避
け
る
た
め
で
も
あ
る
。
敢

え
て
言
う
な
ら
、
ご
く
普
通
の

生
活
を
し
て
い
る
市
井
の
人

が
、
人
間
と
し
て
世
の
中
と
向

か
い
合
う
と
…
、
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
か
。
人
間
臭
い
出
来
事

も
あ
る
。
人
間
だ
か
ら
生
ま
れ

る
心
の
動
き
が
あ
る
。
そ
ん
な

日
々
を
「
ス
ー
プ
」
と
と
も
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

読
後
心
の
中
に
、
町
並
み
を

眺
め
直
し
、
自
分
を
取
り
巻
く

人
々
に
再
度
目
を
向
け
る
優
し

い
気
持
ち
が
あ
る
こ
と
に
気
付

く
、
優
し
さ
を
考
え
直
さ
せ
て

く
れ
る
良
書
で
あ
る
。
一
読
を

お
薦
め
す
る
。

（
Ｈ
）

『
友
愛
』
読
者
に
追
加
情
報
　

こ
の
『
ス
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
』

は
映
画
化
が
決
定
し
て
い
ま

す
。
実
際
に
映
画
は
制
作
を
終

え
て
、
十
月
の
公
開
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

映
画
化
に
あ
た
っ
て
は
、
当
財

団
井
上
和
子
副
理
事
長
が
、
制

作
協
力
者
に
名
を
連
ね
て
い
ま

す
。
映
画
好
き
の
井
上
副
理
事

長
が
肩
入
れ
す
る
映
画
、
と
思

っ
た
だ
け
で
、
出
来
栄
え
が
楽

し
み
で
す
。
十
月
の
映
画
公
開

近
く
に
は
、
再
度
詳
し
い
ご
案

内
を
い
た
し
ま
す
。

読
ん
で
か
ら
観
る
か
、
観
て

か
ら
読
む
か
、
原
作
の
映
画
化

に
は
付
き
ま
と
う
難
題
で
す

が
、
こ
の
『
ス
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
』

は
、
特
に
迷
う
と
こ
ろ
で
す
。

十
月
映
画
公
開
ま
で
、
ご
一
読

さ
れ
て
み
て
は
。
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第
二
十
回
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲

コ
ン
ク
ー
ル
で
見
事
優
勝
を
果

た
し
、
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

の
栄
に
輝
い
た
村
元
彩
夏
さ
ん

が
、
日
本
友
愛
青
年
協
会
の
姉

妹
団
体
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
の
ご
協
力
を

得
て
、
ウ
ィ
ー
ン
で
の
コ
ン
サ

ー
ト
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
は
既

に
お
伝
え
し
ま
し
た
。

こ
の
度
村
元
彩
夏
と
、
同
じ

く
第
二
十
回
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
第
二
位
入
賞
、

加
え
て
日
本
歌
曲
賞
、
シ
ュ
ト

ラ
ウ
ス
賞
の
両
賞
を
獲
得
し
た

加
耒
徹
さ
ん
と
と
も
に
、
日
本

で
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
さ
れ

ま
し
た
。

七
月
四
日
か
つ
し
か
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
・
ア
イ
リ
ス
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
た
「
詩
と
音
楽

の
結
晶
　
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
サ

ー
ト
」
は
、
主
催
者
の
一
人
で

あ
る
江
川
き
ぬ
さ
ん
を
中
心

に
、
活
躍
中
の

演
奏
家
を
招
き
、

若
手
と
ベ
テ
ラ

ン
が
競
演
す
る

と
い
う
素
晴
ら

し
い
企
画
で
す
。

字
幕
解
説
を
つ

け
る
と
い
う
試

み
も
実
施
さ
れ
、

好
評
を
博
し
ま

し
た
。

日
本
友
愛
青
年
協
会
も
後
援

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
友

愛
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
を

経
て
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
お
伝
え
で
き
る
の
は
本
当
に

嬉
し
い
こ
と
で
す
。

益
々
の
活
躍
を
！
　
と
紙
面

を
通
し
て
の
エ
ー
ル
で
す
。

日
本
友
愛
青
年
協
会
の
公
益

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
毎
年
開

催
し
て
い
る
「
友
愛
ド
イ
ツ
歌

曲
（
リ
ー
ト
）
コ
ン
ク
ー
ル
第

二
十
一
回
（
二
十
二
年
度
）
募

集
要
項
が
決
ま
り
ま
し
た
。

回
を
重
ね
る
毎
に
、
参
加
者

の
質
が
高
ま
っ
て
い
る
と
、
斯

界
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
コ
ン

ク
ー
ル
で
す
。
一
人
で
も
多
く

の
方
に
、
ご
参
加
い
た
だ
け
る

よ
う
、
是
非
関
係
各
位
、
お
知

り
合
い
に
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
細

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
お
問

い
合
せ
は
お
気
軽
に
事
務
局
ま

で
。
詳
し
い
応
募
要
項
も
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
。


